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【背景】2013 年 11 月 8 日に発災したフィリピン中部台風被害にお
いて日本赤十字社は基礎保健（BHC）ERU を派遣し緊急救援事業
を展開した。われわれ ERU 第 3 班は活動の撤収を目的として 2014
年 1 月 8 日からセブ島北部のダーンバンターヤン郡で医療活動を行
い 2 月 12 日までに資機材の撤収を終え帰国した。
























志 1）、佐上　善昭 1）、山井　美香 2）、喜田　たろう 2）、
　池田　載子 2）、渡瀬　淳一郎 2）、中出　雅治 2）
【背景】平成 25 年 11 月 8 日、フィリピン中部を台風 30 号が直撃。
レイテ島のタクロバンを中心に、セブ州など多数の地域に甚大な被
害をもたらした。
【活動】平成 26 年 1 月 8 日～ 2 月 12 日の約 5 週間、フィリピン・
セブ島の最北端ダンバンタヤン郡で BHC-ERU を展開していた日赤





備品目録の確認作業を開始。1 月 31 日にクリニックでの診療を終
了し、以降は撤収作業に専念した。2 月 8 日に全ての資機材のハン
ドオーバーが終了し、2 月 12 日に無事帰国。
【考察とまとめ】今回の撤収作業は以下の特徴があった。1. 資機材



















理 1）、池田　載子 2）、中出　雅治 2）、山崎　隆志 3）、
　堀　治 1）
【はじめに】ウガンダ北部医療支援事業では、2010 年より外科医を
継続的にアガゴ県唯一の病院（Dr. Ambrosoli Memorial Hospital、
通称カロンゴ病院）に派遣し、手術を含む外科診療支援及び現地
インターンや若手医師の育成を行ってきた。事前調査の結果、外



















































私は 2010 年 6 ～ 10 月と 2014 年 1 ～ 5 月のそれぞれ 4 か月間の派
遣を経験した。この 2 回の任務を通じて私が感じた、カロンゴ病院
そのものの変化や経験した症例の特徴などを報告する。また自分と
は異なった文化、習慣の中で育ち、異なる価値観を持った現地スタッ
フと共に働くことの難しさについて、実感したことを述べたい。
